
こんにちは！
いわて電力です 2021年の

社会貢献活動の
内容を報告します
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ごあいさつ

代表取締役  笠井 健

お客様は
地域の次世代を守り育てる
社会貢献サポーター

Profile
１９７４年、北上市生まれ。岩手を愛するがゆえ、県内のまちの特産や景色にも詳しい。好物は、岩手県産の日本酒、山菜、海産物。

　いわて電力をご利用頂き、また日々の社会貢献
活動についてもご理解とご協力を頂き、誠にありが
とうございます。世界的に新型コロナウイルスによ
る深刻な社会不安が広がる中、岩手県でも経済、
社会活動の自粛や感染予防のために多くの方が大
変なご苦労をされたと思います。未だ、完全に収束
したとは言えませんが、皆さんが協力し、感染防止
に努めたことでスポーツ、文化活動、イベントなど
が徐々にではありますが、再開されつつあります。
　コロナ禍においては、当社が行っているスポー
ツ、こども食堂、医療的ケア児、親子の防災など各

種の社会貢献活動も大幅に制限されることになり
ました。しかし、子供達は運動や遊びの機会が減
り、学校での感染を心配しながら生活するなど、
精神的にも更に厳しい状況にあったことから、少
しでも体を動かせる機会や楽しいと感じる時間を
作り、前向きな気持ちになってもらうために、感染
防止に配慮した形で様々な社会貢献活動を実施し
ました。子供達の笑顔が大人を明るくし、大人の
頑張る姿に子供達が未来への可能性を感じて成
長する。これが、いわて電力が目指している岩手県
の姿です。

　いわて電力は、電力というモノを動かすエネル
ギーだけでなく、コロナによって分断された人々の
繋がり、地域の繋がりを取り戻し、互いに支え合
い、思いやり、誰かの挑戦を応援するような、人の
心を動かすエネルギーを供給して参ります。どう
か、これからもご支援を宜しくお願い致します。

LIGHTS UP
IWATE

地域の課題を地域で支え合う社会の実現に
向け、岩手県内外から岩手を照らす人々にス
ポットを当てたインタビュー。今回は、盛岡市
のスポーツクライミング選手・伊藤ふたばさ
ん、北上市の水中写真家・高橋怜子さん、奥
州市の岩谷堂タンス製作所・三品綾一郎さん
のお話をご紹介します。詳しくは、HPをご覧
ください。

壁を登れたときの達成感と爽快感。
「楽しむこと」が成長の源

スポーツクライミング選手
伊藤ふたば さん

　スポーツクライミングを始めたきっかけは、小学2
年生の時です。父の練習に連れて行ってもらった
時、みんなが履いていた、ちょっと変な形をした
シューズに興味を持ったのが始まりです。実際にそ
のシューズを履いて壁を登ってみたら、簡単なコース
をすぐに登ることができました。それから夢中にな
り、毎週のように県営運動公園で練習をしました。
　その頃から今もずっと変わっていないのは、登れ
ない課題があった時も「できないから無理」と言っ
て諦めるのではなく、「できないからこそ頑張りた
い！」と思って取り組んでいること。諦めずに何度も
チャレンジした分、登れた時の達成感は何倍にも
なりますし、自分の力もどんどん伸びていきます。
自分自身の成長を実感できるのも、クライミングの
魅力だと思います。
　スポーツクライミングをしている子ども達には楽
しんでもらいたいです。「やらされている」という感
覚ではなく、自分から「楽しもう！」と思うことが何
よりも大切。達成感、爽快感を味わいながら、どん
どんスポーツクライミングを好きになっていってほ
しいです！

生き物と向き合った証に
想像を巡らせて

水中写真家
高橋怜子 さん

　生き物には人間の感情が伝わるので、海の中で
は生き物の気持ちを考えるようにしています。だか
ら、生き物に出会ってもすぐには撮らず、ずっとそ
ばで見ているんです。そのうちに撮りたいと思う時
がくる。その瞬間が来たら、無心で撮り続けます。
　会社を辞めた理由は、撮りたいものに旬があっ
たからです。人間は先に色 と々考えると辞められな
くなりますが、私達って、たった半年先のことも正
しく予測できないわけです。そういう見当もつかな
い先のことを憂うよりも、とりあえずやってみようと
思いました。周りからは心配いただきましたが、結
局は自分で決めなきゃいけないんですよね。
　今なら大学生の自分にこう言いたいです。「自
分は、一人の人間として何がしたいの？」。将来、
何になりたいではなく、今何がしたいかが将来に
結びつくと思います。今漠然と生きていれば、10
年後も漠然としたままです。人間って有限で、100
歳まで生きる方もいれば、早くに亡くなる方もい
る。自分がどれに該当するかなんて分からないの
で、今、したいことを意識して生きることが重要だ
と思いますね。

奥州が育んだ美意識。
世界に通用する民芸家具の裾野を広げて

岩谷堂タンス製作所
三品綾一郎 さん

「Iwayado craft」の始まりは、尺貫法ではなくメー
トル法で箪笥の注文を受けるようになり、余った材
料で何かできないかと考えている時に、県工業技術
センターで機械を紹介されたことがきっかけです。
端材を使って鉄瓶、かぼちゃ、玉ねぎ、鳥といった
モチーフのブローチを小さなテーブル１台で作り始
めました。その後、種類が増えていき、大槌刺し子と
コラボした針山、ピアスやイアリングも仲間に加わり
ました。
　以前は、親御さんが岩谷堂箪笥を婚礼でお子さん
に持たせたくて見に来ていましたが、お子さんは知
らなかったり、「置く場所がない」などと消極的でし
た。でも、「Iwayado craft」を知ってくれているお子
さんたちは逆に親御さんに話すんです。前は考えら
れなかった光景で、始めて良かったなと思います。
　今、力を入れている分野は、小中高など学校関係
の仕事です。小さい時に感動したことってずっと覚え
ていますよね。このあたりに住んでいる子ども達に
は、親元を離れて別のまちに行った時に、「自分の
地元にこんなのがあるよ」と豆知識のように岩谷堂
箪笥を話せるようになってほしいなと思います。
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　笠井社長とのご縁で、盛岡市内にあるギャラリーの電力を
2021 年７月に切り替えました。実は、私達が会社として芽も出て
いない頃に仕事を頼んでくださった方が笠井社長でした。今でも
とても感謝しています。いわて電力さんに切り替えてまだ１年目
ですが、会社を運営していく中で固定費の削減はやはり大事なこ
となので、今後が楽しみです。社会貢献活動プランの選択は、ス
タッフに相談し、いわての防災教育支援プランにしました。いざ
という時に大切な人を守れるかどうかの判断は、日々の意識が物
を言うと思います。子どもと楽しく学べる防災イベント「親子の防
災マルシェ2021」は、オンラインでの開催だったとのことです
が、「自分達の地域でも防災マルシェを実現したい」という思い
のある方が県外からも参加されたとお聞きしました。いわて電力
さんのモデルが全国に広がっていくことを期待しています。
　いわて電力さんは、一人の命を救うことを本気で考えている会
社だと私は思います。思いっきりトライしながら「できない」を
「できる」に変えていく姿勢を尊敬していますし、今後も常に岩
手の課題を解決し続けていく、存在であり続けてほしいと思って
います。

　私達ヘラルボニーとしては、最終的に障害のある当事者の幸せ
を追求する場をつくっていくことが使命だと考えています。アート
だけが全てだと思っていません。私の兄も障害がありますがアー
トを描けるわけではないので、兄を含めてみんなが住みやすくな
る環境を整えていきたいです。どのような形態になるかはまだ分
かりませんが、障害のある方との出会いを育んでいけるような場
所を、ここ「岩手」からつくっていきたいです。2022年度はインテ
リア事業を本格始動させるので、スタッフも増やしていく予定で
す。採用に先立ってインターンシップの募集をSNSでお知らせし
たところ、多くの応募がありました。社会課題に関心のある若い
世代が増えているということが、この応募数を見ても顕著だと思
います。10年前の私ならしないような選択も、若い世代は平気で
できたりするので感化されています。若い力が加わった今後のヘ
ラルボニーを思うと、今からわくわくします。

無垢な感性の彩りで社会を丸く。
福祉領域をアップデートする橋渡し役

いわての防災教育支援プラン
応援しています！

2020.10.24-25 岩手県営運動公園

SPORT CLIMBING
JAPAN TOUR 2020

　スポーツクライミングジャパンツアーとは、
「ボルダリング」「リード」「スピード」の各ジャ
パンカップへの出場選考を目的としたシリーズ
戦です。
　選手には、出場した各種目の大会成績に合わ
せてポイントが与えられ、総合ポイントランキン
グ上位者（種目とカテゴリーにより異なる）に、
ボルダリングジャパンカップ2021・リードジャ
パンカップ2021・スピードジャパンカップ2021
への参加出場資格（JMSCA優先出場選手を除
く）が与えられます。この日程では、ボルダリン
グ第3戦とスピード第2戦が行われました。
　新型コロナウイルスの影響で開催が心配され
ましたが、無観客かつ、選手や関係者への感染
対策をしっかりと行った上で実施されました。
　当社の応援プランの活動として支援してい
る、岩手県山岳・スポーツクライミング協会さん
に所属する選手も、多く出場していました。
　前ページのLIGHTS UP IWATEで紹介して
いる伊藤ふたば選手も参加しており、雨の降る
中での大会となりましたが、会場全体が静か
な緊張と熱気に包まれ、選手たちの活躍に思
わず「おおー」と感嘆の声が聞こえる場面もあ
りました。
　まだまだ行動や遠征などでは制限がされ
ている部分もあると思いますが、一日でも早
く、選手たちが再び充実
した競技生活を送れる
ようになることを願っ
ています。

いわて電力の 社会貢献活動プラン

いわて電力では、地域の将来のために役
立つ社会貢献活動として、当社の収益の一
部を使って様々な活動や、団体へ支援する
取り組みをしています。お客様には６種の
プランよりお選びいただき、社会貢献のサ
ポーターとなっていただいています。

　いわて電力にしようと思ったきっかけは、企業運営としてコスト
を減らしたい。これが一番でした。それと同じくらい素敵だなと
思ったのは地元に還元する働きです。コストだけを考えると移り気
になりますが、活動が岩手に根ざしていたので重い腰が上がりまし
た。社会貢献活動プランは、医療的ケア児支援プランといわての
防災教育支援プランを選びました。僕達もささやかながら、名物
の“展勝地餅”を地域の学童保育所に贈る取り組みをしていますの
で、子どものための貢献活動に共感するものがあります。2020年
１月に切り替え、コスト面では年間200万円弱の削減につながりま
した。ただ、一番大事なのはハートで、コストではないお付き合い
をしていけたら嬉しいですね。
　2020年はコロナの影響で桜の名所である展勝地の封鎖を余儀
なくされました。何かを生み出さないといけないと思った時に、離
れていても名物が買えるようにECサイトを立ち上げ、冷凍餅の商品
化に取り組みました。「やるべ」と言ってから２ヶ月ほどで商品が形
になったのは、日頃からお客さんの声を大切にしてきた社員のおか
げです。2021年はオンライン花見に取り組み、多くのお客さんに喜
んでいただきました。最近は「雪っこリンゴ」という雪室で熟成させ

たリンゴに力を入れていて、生産者さんの越年リンゴの販売に寄与
していきたいという野望があります。
　いつか、人の営みは戻ると信じています。やっぱり人は出かけたく
なるし、人に会いたくなる。オンラインで全部済むとも思っていませ
ん。だからこそ、これからも展勝地が存在し続けて、レストハウスが
拠り所になっていく必要がある。新しく立ち上げた販売コンテンツ
を役立たせながら、凌ぎの作戦と育てる作戦を並行して展開してい
きたいです。そのためには、トライ＆エラー。とにかく１回やってみ
ないと、何もわからないですよね。今回の電力の見直しも、トライし
たことで新しい景色が広がりました。安定した状態を変えることに
は抵抗もありますが、いわて電力さんの取り組みを知れば知るほ
ど、きっと賛同者が増えていくと思います。僕達も、新しい価値を創
造するべく、トライ＆エラーで挑戦していきたいです。

桜のバトンをつなぎたい。
削減できた経費で新たな価値創造に挑戦

聞き手  菅原 綾音Interview 1

株式会社展勝地
代表取締役社長 軽石倫史さん

医療的ケア児支援プラン
いわての防災教育支援プラン
応援しています！

Interview 2 聞き手  高橋 友里子

お客さま Interview

Suppor ted by
Iwate Electr ic Power

野球少年応援プラン

岩手の野球少年を育てる活動
に充てられます。

Suppor t

1

2021.6.26,27,30 岩手県営運動公園

盛岡にて
親子クライミング教室を開催

　当社の応援プランの活動として支援している、（一
社）岩手県山岳・スポーツクライミング協会さんの主
催により行われました。今回の参加対象は、小学校1
～2年生の子ども達。
　３日間を通して、オリンピック競技である「スピー
ド」「リード」「ボルダリング」の全てを体験できる内
容でした。
　新型コロナウイルス感染症対策を行い、マスク着
用で実施。100名以上の参加があり、賑やかな雰囲
気の中で子ども達の生き生きとした表情が印象的で
した。

スポーツクライミング
応援プラン

岩手から世界を目指すスポー
ツクライミングの選手たちの
支援に充てられます。

Suppor t

2

僕の肩、
どうですか？
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おぉぉ！
すごい！

わぁぁ！

子どもでも、
ケアは大事だよ。
お家でもしっかり！

2020.12.20 岩手スポーツアカデミーサムズアップ

第２回
野球少年のための肩肘検診イベント

　検診してくださったのは、前回に引き続き、おおとし消化器科整
形外科の大歳憲一先生と、今回初めてご協力頂いた、岩手県立中
央病院の品川清嗣先生です。会場となったサムズアップは、将来
プロ野球選手などのアスリートになりたい子ども達を全力でサ
ポートするトレーニングジムで、プロ野球選手の自主トレ帯同や高
校球児の指導にあたっている金澤トレーナーと山本トレーナーが
指導しています。
　盛岡市内の野球クラブに所属する９名の子ども達が参加し、大
歳先生から、肩肘検診の重要さを講演頂いた後、トレーナーより
肩肘の故障を予防するトレーニング方法や、親子で実践できる
マッサージ方法なども教えて貰っていました。
　新型コロナウイルス感染症対策の為、参加者は希望制。自宅で
検温し来場、会場でも改めての検温と手指消毒、マスク着用、こま
めな消毒と換気を行いながらの実施となりました。
　参加した子ども達や監督さんからは、「自分の肩に異常がなくて
よかった。トレーニングも楽しくて、肩を伸ばすのは簡単なので家
でもやってみたい」「チームで肩肘検診を受けたのは初めてだった
ので、良い機会になった。野球
をしている子ども達にはぜひ
受けて欲しいと思う。ケ
アって大事だなと改めて感
じたので、今後も活動を続
けて欲しい」というお声を
頂きました。今後も継続し
て実施していきたいと思い
ます。



いわて電力の

社 会 貢 献
活動プラン

親子の防災マルシェ2021

　子育て中のご家族や、防災に興味がある方向けに「親子の防災マルシェ
2021」を開催しました。今年は新型コロナウイルス感染症対策で、YouTubeで
のオンライン開催となりましたが、当日は県内外からたくさんの方にご参加頂き
ました。
　アウトドア防災ガイドのあんどうりす氏による講演では、子育て世代の防災
に対する備え方をはじめ、避難のタイミングや、ハザードマップの見方など多く
の防災の知識を教えて頂きました。
　災害時だけではなく日常でも役に立つアプリなどもご紹介頂き、さっそくイ
ンストールされた方も多かったのではないでしょうか？
　その後は、『北上の子育て環境と防災』のテーマで北上市長.髙橋敏彦
氏、NPO法人まんまるママいわて代表理事.佐藤美代子氏、きたかみ子育
てネット代表.髙橋夏江氏、いわてアレルギーの会代表.山内美枝氏にご参
加頂き、子育て支援関係者によるパネルディスカッションが行われ、災害
時の食物アレルギー対策や産後ケア、地域のつながりづくりの必要性を改
めて再認識することができました。
　ご参加頂いた方からは、「防災の備えを何から始めれば良いか分からなかっ

たが、多くの情報を知れて良かった」「食料も衣服
も普段からの備えを実践していきたい」「子供と
一緒に話し合いながらの視聴が出来、良かっ
た」などのお声を頂きました！
　今後も岩手県内の防災教育や次世代のための
防災ネットワークづくりを支援していきます。

2021.10.24 北良株式会社の盛岡支店

インクルこども食堂
フードパントリー開催

　インクルいわてさんは、ひとり親世帯を支援
するために、以前からこども食堂の活動を熱
心にされており、コロナ禍になってからは、ドラ
イブスルーのフードパントリーへと形を変え支
援を継続しています。
　岩手県緊急事態宣言以降、新型コロナウイ
ルス感染症対策で、公共施設の利用が難しい
状況が背景にあったため、会場は、当社のグ
ループ会社である北良株式会社の盛岡支店を
使って行われました。
　今回いわて電力は、当社のお客様である、
西部開発農産さんより購入したお米（銀河のし
ずく）2kg×120袋と、会場装飾用のぼり旗を
提供させて頂きました。
　当日の来場数は約120世帯。前月より更に多
くの方にお越し頂きました。提供させて頂いた
お米の他にも、野菜やレトルト食品、おやつや
生理用品なども配布されました。
　会場では、岩手のご当地キャラクターそばっ
ちや、北良のマスコットキャラクターガスパニ
コちゃんがお出迎えし、来場した子ども達は、
記念撮影したり握手をしたりと喜んで頂けた
様子でした。
　来場された方々からは、「ひとり親の親子を
気にかけてくださって、なにか協力したいと
思ってくださる気持ちのある方がいるとわかる
だけでも救われます」「現状、食費でさえ削れ
る所は削って、なんとか生活できる状態なので
こういった食材や日用品はほんとうに助かりま
す」「お肉も子供に食べさせ、お弁当にもいれ
てあげることができました。ありがとう
ございました」といった、沢山のメッ
セージを頂くことが出来ました。

いわての防災教育
支援プラン

岩手県内の防災教育や防災イ
ベントへの活動支援に充てら
れます。
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こども食堂応援プラン

食育や学業の支援で活動す
る、岩手県内のこども食堂の
支援に充てられます。

Suppor t
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2021.11.3 オンライン

重度心身障害児（者）の
eスポーツ大会
いわて電力
EyeMoT グランプリ
全国大会2021

　2020年2月に開催したプレ大会に続き、2回目の開
催となりました。この大会は、重度心身障害児（者）が
意思伝達の可能性を更に伸ばし、社会とつながる機会
を広げていくことを目的に開催。全国の参加者をオン
ラインで繋ぎ、EyeMoTを用いたeスポーツ形式で実
施、YouTubeで生配信を行いました。
　EyeMoTとは、肢体不自由の重度心身障害児（者）が、
目でPCを操作する視線入力装置を使い、ゲームを通じて
トレーニングを行う視線入力訓練ソフトウェアです。
　これまで、声や手足によるスイッチ操作で意思を伝え
ることが難しかった重症児（者）が視線により画像の認
識や文字の入力などで意思を伝えたり、表計算ソフト
や動画作成などの操作が可能になるなど、社会参加に
大きな可能性を広げる技術として注目されています。
　今回は、視線入力により自分の陣地（キャンパス）を
塗り合う「対戦ぬりえ」でトーナメント戦を行いまし
た。60秒の対戦を３回行い、先に2勝したほうが勝者
となります。
　司会・解説者にはEyeMoTの開発者である、島根大学
の伊藤史人先生の他に、障がい者の視線入力に興味が
あり参加してくれた県立一関第一高校の紫原七海さんが
高校生目線のコメントで場を盛り上げてくれました。
　ゲストコメンテーターとして、株式会社ヘラルボニー
の松田文登さん、一般社団法人できわかクリエイターズ
の引地晶久さん、株式会社まんまる笑店の恩田聖敬さ
んにも参加頂きました。
　当日の生配信では、視線を使っての真剣・ガチンコ
勝負。熱闘が繰り広げられ、100名近くの方に視聴頂
きました。全国から参加した方一人一人への応援メッ
セージもありました。
　試合の様子を見ているお母さんたちも、画面を指さし
て大はしゃぎ。熱気とたくさんの応援コメントのおかげ
で、とても盛り上がりました！
　「感動しました！皆さんお疲れさまです。ありがとう
ございます」「 素晴しい全国大会、ご家族、スタッフの
方々お疲れ様でした」「みなさま応援をありがとうござ
いました。がんばりました！」と、参加者と視聴者が声
を掛け合うメッセージもたくさんありました。
　見事勝利を勝ち取った方々には、大会の盾と岩手県
内の美味しいものが賞品として贈られました。

医療的ケア児支援プラン

岩手県内の支援学校や医療的
なケアを必要とする子供たち
の支援に充てられます。
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2021.11.7 北上総合体育館

発達障がい児童のための
運動教室in北上

　いわてグルージャ盛岡の選手やトレーナー
の方などが多数参加し、子ども達と様々なワー
クや運動をしました。
　１時間の開催時間でしたが、子ども達は選
手たちと共にとても楽しそうに運動していま
した。参加した子ども達の保護者の方々から
は、「障がい児童向けというイベントが少な
いので、とても嬉しい」などとコメントを
頂きました。
　少しでも、発達障がいのある子ど
も達やその保護者の方に喜んで頂
けるよう、いわてグルージャ盛岡
さんのお力を借りながら、継
続していきます。

銀河のしずく
を贈りました。

オンライン開催
みなさん、
聞こえますか？

2021.7.3 高田松原運動公園第二サッカー場

いわて電力×
いわてグルージャ盛岡
「サッカー教室
  in 陸前高田」開催

　地域のサッカークラブに所属している小学
生を対象に、サッカー教室を開催しました。当
日は、Jリーグ所属のプロサッカーチーム「いわ
てグルージャ盛岡」さんに運営をお願いし、11
名の選手が駆けつけてくれました！イベントに
参加した子ども達は40名以上。普段なかなか
間近に関わることが出来ないプロの選手た
ちから、ドリブルやシュートの指導を受け
ていました。最初は少し緊張気味でした
が、ゲームなども交えた楽しい内容で選
手たちとの距離が縮まっていきました。キ
ヅールもしっかり登場してくれましたよ！

こんにちは！
ガスパニコだよ。

2021.9.12 オンライン

Suppor t
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サッカー少年応援プラン

岩手のサッカー少年を育てる
活動に充てられます。

さぁ、
行くよー！

北上教室の
みんなと、
記念撮影！

盛岡教室も
楽しかったよ。
ありがとう！

振り上げて！
僕のキックで
決める！

ご契約者さまへ

ご契約時に選んでいただいた社会貢献活動プラン。
いわて電力へご契約されているみなさまのおかげで、
岩手をよりよくする地域づくりの活動ができています。
日頃からのサポート、いつもありがとうございます。
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2021.7.27 岩手県営体育館

発達障がい児童のための
運動教室in盛岡

　いわてグルージャ盛岡ゼネラルマネージャー
の菊池利三さんや、2018年シーズンまで選手
として活躍していた益子義浩さんの指導のも
と、運動教室が開催されました。サッカーのみ
ならず、参加した子ども達が楽しめるようなト
レーニングやゲームを実施して頂きました。
　開催時間は1時間ほどでしたが、暑さに負け
ず元気に駆け回る子ども達の笑顔が終始弾け
ていました！
　参加した子ども達の保護者の方々から、「あっ
という間の1時間だった。楽しそうな子どもの姿
が見られてよかった」「夏休み中だがコロナ禍で
イベントがあまりない中で、今回はいい機会に
なった」などと、有難いお言葉も頂きました。

Suppor ted by
Iwate Electr ic Power 応援ありがとう！

がんばれたよ！

楽しく
教えてくれて、
ありがとう！

キヅール
　　だよ！



岩手電力株式会社

岩手県北上市和賀町後藤二地割106番地160
Tel：0197-73-5000　Mail：info@iwate-denryoku .co. jp

ht tps:// iwate-denryoku .co. jp

Edited by Pukari   Copyright(C) 2022 Iwate Electr ic Power Company

HPはこちら

2021.8.4 いわぎんスタジアム

いわてグルージャ盛岡
AED活用協定締結と
AED講習会

　いわて電力は、安全なスポーツ環境の実現に
向けて、プロサッカーチーム「いわてグルージャ
盛岡」さんとAED活用協定を結び、選手やコー
チ約40名に対し、AED講習会を行いました。
　手指消毒、医療用手袋とマスクを着用し実
施した講習会では、グループ会社の北良株式
会社に所属する、臨床工学技士の社員が講師
を務めました。
　実際に、選手一人ひとりがAEDの起動や心
臓マッサージを体験。有事を想定したシミュ
レーションを行いました。
　救える命を、ひとつでも増やすために。救う
術を、ひとりでも多くの人に。
　いわて電力は今後も、いわてグルージャ盛岡
さんと共に、岩手のスポーツ、子ども達のため
の活動を行っていきます。

AED無料レンタル

お祭りや子ども会など、岩手県内
のさまざまなイベントにAEDを無
料貸出する取り組みです。ぜひお
気軽にお問い合わせください。
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2021.11.30 北上市

　2021年もいわて電力を通じて、支援のお手
伝いをさせて頂きました。寄贈先は、北上市内
の「こども食堂キッチンすまいる」さんと、
「NPO法人わらすば」さんです。
　寄付されたお米は、新米のひとめぼれ
30kg。「ありがとうございます」「みんなでお
いしくいただきます」と御礼を頂きました。
　今年もお米の寄付をご提案下さった高橋さ
ん、本当にありがとうございました。いわて電
力を通して、支援のつながりが出来たこと、大
変嬉しく思います。

何かあった時に
慌てないように、
日頃から確認！

2020.11.10 北上市

生産者の
高橋さんからお米の寄贈

　「本年も電気代が安くなった額に相当する新米
(5kg×6袋)を寄付したいです」と連絡を下さったのは、
北上市で農業を営む高橋さん。
　高橋さんは、北上市在住の農家さんで、いわて電力の
ご契約者様です。社会貢献活動への取り組みにご賛同
頂き、一昨年は子ども食堂（盛岡市）、昨年は黒工ラグ
ビー部（北上市）へ割引分に相当する額のお米を寄付
されました。
　今年もご連絡下さり、いわて電力を通じて支援のつ
ながりのお手伝いをさせて頂きました。寄付先は矢巾
町にある、みちのく療育園様です。同施設は、重度の知
的障害と重度の肢体不自由を併せ持つ「重度心身障害
児（者）」の方々を対象に、入所（入院）・通所・訪問・
診療などの事業を行う福祉・医療施設です。
　寄付されたお米は、新米のひとめぼれ30kg。生産
者の高橋さんから伊東施設長へ手渡され、「おい
しい食事は元気につながる」と感謝の言葉を頂き
ました。
　いわて電力からも、消毒用アルコール（南部
美人アルコール77%、鷲の尾アルコール77%）
をお贈りしました。まだまだ新型コロナウイル
スの終息が見えない中、少しでもお役に立てれ
ば幸いです。

みちのく療育園
施設長 伊東さん

NPO法人
わらすばさん

こども食堂
キッチンすまいるさん

みんなで
おいしく
いただきます。
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